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アクセス回線にフレッツを利用する場合の注意点

アクセス回線にフレッツを利用する場合、図(A)の構成を想定しております。
VPN装置の仕様上、図(B)のように、C・D点にもIPアドレスが必要な場合（A・Ｂ・Ｃ・Ｄが同一セグ
メントである必要がある）、事前にSINET利用推進室へお問い合わせください。
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アクセス回線にフレッツを利用する場合のお願い

SINETラックスペースの逼迫により、アクセス回線にフレッツを利用される場合、小型
ONUと対応機器の利用により、機器１台分のラックスペース利用となるよう、ご協力を
お願いします。
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